
開催テーマ 第２０３回浮雲俳句会

　  開催場所
いきいきセンター

晴嵐かなざわ

最初に新入会員紹介。

「第２０３回　合評・ランクアップ添削の一例」について学習。

　　

特選句

　

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　     

分科会開催報告書

報告日　　令和８年１月２９日 報告者　　西村康枝

分科会名　浮雲俳句会

 開催日時 令和８年１月2５日(日)午前10時～1２時

参加人数　　　浮雲俳句会会員　１０名

実施内容

第２０３回例会は、兼題「正月（お正月）」の１句、当季雑詠３句、合計4句。

句会は、栄子会員による選句の披講後、会員各々が選んだ特選句の選評、続いて特選に

選ばれた作者のコメント。

月当番による合評後、意見・質問・添削等活発な意見交換がなされた。

出席者全会員により、特選句５句を選ぶ。

２０２６年　浮雲俳句会役割、及び季語について検討。

　　　　冬暁や色無き街を染めあげし　　　　　　　　　　　　あきえ　　　　

　　　　浮雲に若き句友や初句会　　　　　　　　　　　　　　重　九　　　　　

　　　　正月や昭和の影も遠くなり　　　　　　　　　　　　　あきえ　　

　　  　　窓越しに弾くる気合ひ寒稽古　　　　　　　   　　　　栄　子

　 　  　老いの吾に笑顔返すや福寿草　　  　　　　　　 　　　重　九　 　　　　　　　　           

　　　　

次回の予定

　令和8年２月2２日（日）　午前10時～12時

　第２０４回句会は、いきいきセンター晴嵐かなざわ

　投句は４句。兼題は「梅」の1句、他に当季雑詠３句。

　披講　重九会員


